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1.研究の概要

近年，化石資源の枯渇と将来の危機感から再生可能な資源として木材が再認識され，その有効

利用を図るために種々の利用技術が検討されている O したがって，木材がそれらの技術にどのよ

うな挙動をとるかを化学的に明らかにすることは重要なことである O しかしながら，木材成分の

20-30%を占めるリグニンはセルロースに次いで量が豊富な宥機資源であるが，いまだ適当な用

途が見出せず，無為に廃棄されている。したがって，木材の完全利用を図る上で， リグニンは重

要な研究対象であると思われ，このような観点から次のような研究を進めてきた。

( 1 )リグニンの親水性に関する研究

水に不j容な無定形高分子のリグニンに親水性を付与することは，溶媒として低廉な水の使用が

可能になるなど多くの利点を獲得できる O 本研究では，木材をアミノベンゼンスルホン酸ソーダ

と高温高圧で処理して得られる親水性リグニンの生成機構をリグニンモデル化合物を用いて明ら

かにした。

( 2) 1)グニンの熱分解に関する研究

木材の加熱処理は木材を利用するにあたって欠かせない工程である O また，木材の完全利用の

観点から廃材を利用する炭化なととの熱分解技術がローカルエネルギーとして再考されてきてい

るO 本研究では，炭化の際に有用な熱分解副産物を与えるリグニンの熱分解時の挙動を研究し

た。まず，炭化温震がいろいろと異なる炭化物からリグニンを単離・調製し，その化学的性状を

検討した。続いて，炭化物を過マンガン酸カリ酸化し，その酸化生成物を検索した。以上の結果

から， 1)グニンの熱処理による変化を考察した。現在，より詳細な知見を得るためにモデル実験

を行なっている D

( 3 )今後の研究計富

( 2 )の研究を継続発展させると共に，木材成分と木材防聴防虫剤の反応、を検討する O 木材i坊

腐i坊虫剤がどの木材成分に取り込まれて効力を発揮するのかを知ることは木材保存上有用と思わ

れる O
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